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特 に第1，第 1連鎖群の温情手について
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緒 言
遠鏡関係の研究は，その形質が実用上直接重要なものはもちろん，生理的欠陥を2:もなうも
のであっても育種の実際や，その基礎的知見をうるために必要である.オオムギはトウモロヨ
シについで遺伝や遠鏡関係のくわしくしらべられた作物でるるが，モオ1.だけにー屠多〈の新ら
しい知見が加えられるととが望ましい.
との報告ではオオムギの第I連鎖群に属ずる条性や長官護穎，特に無葉耳〈舌)と葉鞘の着
色，並びに第1連鎖群に属ナる黒色穎と有志性(第三謹穎〕の遺伝及び遠鏡の問題を取扱う.
無葉耳，葉鞘の色及ひ有志性はいす事れも単純なメ γデノレ性遺伝をたす，生育可能な変異であっ
て，しかも比較民頗著な染色体指示形質である.さきのこつの形質は従来報告されたものがな
し最後の形質は日本では新らしく見出されたものである.
1. 第 I連鎖群の数形質の遁情と連鎖
ととでは主として無葉耳とよぷ新らしい形質を中心にして研究した.無葉耳とよばれるとの
変具体は第1図Aに示す如し植物の全部の葉が完全に葉耳と葉舌とを欠くものであって，正
確には無葉耳 ・無葉音とよぷペぎであろう.葉鞘と棄片
との接合部では正常の葉の如く飾をなさでf.た7を両組織
の比較的?と明かた移り変りがみられるのみであって，葉
片も茎から離れやに直立している.したがって生育の初
期から成熟に至るいつの時期でも観察できる.との材料
は有志種と共に自然に生じた突然変異体であって，前農
林省農事試験場鴻巣試験地から貰いうりたものである.
無葉耳或は無葉舌の名でよばれる変具は自然の禾草や
他の毅類にも多少見出されるが，それらは葉耳や葉音の
発育不全の程度を異にしている.との問題については，
EMT (1935)の考察がある. LロTKOV(1937)及び西村
く1952)はオオムギのとの種の変異をX線処理の後代で
得た.l-かし，両氏の得た変具体では葉耳が多少とも発
遣してなt:jなそらくとの材料と異るものでaうるう. A B 
葉鞘の色の有無は，既報の加く (11)日本産の皮麦と 官 1図書草葉耳 (A)と正常裂 {B}
裸麦の品種を幼時ft:区別するのに或る程度術立てコ形質の一つでるるが，品種間や特に雑橿の分
離個体の聞では色の濃さに著しい変異があり，また環境によって着色の明瞭に現われない場合
もある.しかしとの実験材料と環境条件では，着色遺伝子の凄透作用が完全で，有色と無色と
の区別は極めて容易であった.
との研境は2段階によっ℃完成された.第1段階では無葉耳の遺伝様式と連鎖群の所属の推
(.学研究集401参第3号 131-136頁 1952) (131) 
定が行われ，第2段階ではその連鎖群に会げる遺伝子排列1慣序η決定が行われた.交雑は，第
1固にはオオムギの7連鎖群の指示に役立つ形買をふくむ品種との聞に，また第2固には第I
連鎖群の4遺伝子につ.，-C品種「無葉耳」と差を有する LyalJpurとの聞に行われた.交雑
番号，品種名及び調査した形買は失のま日くである.但し，交維の相手はすペて無葉耳である.
女雑呑号 品種名 連鎖森指示形質 交雑番号 品種名 連鎖群指示形質
35 水 府 bl CN)， 5 (l)， Uz (司) 27 Brachytic br (曹〉
36 イラク黒愛 V C 1)， B C 1)， s及び r(V) 28 Colsess 1 ac (司〕
37 改良坊主 L，lk及び i1(l);bl CN)，uz (有) 26 Lyallpur e， V， pr (l) 
1 )無嚢耳と濁立分躍する形質
無葉耳と正常型との FJ雑種は大抵の場合正常型となり，との形質が完全劣性であると推定
されたしかし改良坊主との FJ雑種は葉が箸しく直立し，葉耳や葉音の発育も悪く，正常が
牟優性であると認められ，F2 t亡主ないても正常ホモとへテロとが明かに区別された一般的に
いってとれらの交雑のおに沿いては糞耳及ひ繋舌のあるものとないものとが 3: 1の比にわ
かれ， 1遺伝子差によるととが認ゐられたので，無葉耳に対して alという遺伝子記号をあた
えた.との a1と独立の遺伝をなす形質は第1衰の如くである.
第 1表 品種無薬耳と他の数民種との変維のFIにおける ale種hの指示遺伝子との独立分隊
記 号 苦E奇襲 日の個体数皇軍鎖若草 計 ~ ‘P X x Y y 写寄号 XY Xy xY xy 
E Al al B b 36 265 flo 75 34 439 7.181 6.s'7 
E " N 'n 37 162 55 49 割下 296 8.036 0.05 .n Lk lk " 163 54 51 28 2sl日 5.343 0.15 
" L " 150 日7 56 23 296 5.153 0.16 
N " Bl bl 35 1(19 51 60 17 297 0.882 極大
n fI 37 154 42 53 17 266 1.577 0.67 
v n S s お 163 G7 64 14 299 4.尉)() (l.21 
" 11 36 255 75 78 叡} 438 1.407 0.71 
n R r 11 248 82 81 27 439 (t.037 偉大
VI 11 Uz uz 35 103 58 63 15 299 1.855 0.55 
" 11 37 173 44 63 1日 296 3.988 0，26 
" Ac ac 28 700 273 278 93 194-0 0.012 極大
1 11 Br br 2'1 113 38 3¥ 5 187 5.049 fl.17 
第 1表によれば，無葉耳 (al)は第Il群の黒色窃 CB)，第II群の草野穂 (lプ，短世(1め及
び操性 (n)，第W 群の青色糊粉屠 (Bl)，第V群の底刺短毛 (s)や滑空 (r)，第VI群の満
性〈田)や自首でan)，さら忙第VIl群の brachyti.c(br Jとい守れも独立の分離をすると止認
められる. Lたがってとの遺伝子は第Il乃至第VlI連鎖群陀は属さないものと推定される.
2)蓮鍋閥!系について
上の結果から無葉耳が第I群に属する形質であると同時に推定されるが，事実第I群の条性
遺伝子及ひ事耳の有無について養のあるイヲグ黒愛との交維にSないで， vと alとは明かに独
(19~) -12 -
立分離とは認められ歩，その総換価は 38'.54土 2.09(")と計算されたその後との品種と
Lyallpurとの交維の F:について，無業耳 (al)，条性 (v); 護穎長世代)ならびに下調嘆
鞘の着色(仮に缶、色す:る〉との相互関係をLらベたその結呆，無葉耳 (aりと護顧長世代〉
との朝以外の緒形質相互聞では，い守れも独立分離とLての適合度が極ゐて低<.，したがっτ，
とれら4つの遺伝子対が第I群に属するととがわかったそとで，各遺伝子相互聞の組換価を
IlIllI1rR の方法で計算L，なたその組換価に基いて算出した理論値と実際の観集散との適合度を
しら;ベ第2衰の>j日空結果を得た
第 2表:第1連鎖群の4づの対立遺伝子，無葉耳c.a1).六条くの，長警護穎(e)
及ひ嘆識の色(Pr)相互聞の連鎖関係， Lyallpur x無葉耳の民に
生じた種'"の表現型t')数と各h2Zコの対立遺伝子聞の組換価を示す。
肥号 F2 Iておげ Q 4早表現型の数 組換償 理鎗値と
Xx Yy XY xY Xy xy 合計 予4
の週早合度
Alal l'rpr 504 239 2.10 28 1011 30.98 0.411 
ff 、h 735 2釘】 171 112 1238 39.29 (t.073 
1 Ee 682 236 237 83 1238 50.02 線大
Prpr Vv 514 229 266 2 1011 9.09 0.238 
Vv Ee 647 271 295 26 1238 28.06 0.760 
Prpr Ee 602 141 151 117 1011 34.08 Q.5Hl 
第2表:日試験の結果明かになった4つの対立形質，無葉耳 (al)，剣全くv).長さ護穎Ce)>>..び業開
の色 (Pr)について差のある Lyallpurx無事在耳の雑種民に合まれる種hの遺伝子裂の数
vv Vv vv EE Ee ee PrPr Prpr prpr 
AIAl J9 23 20 21 !l9 12 12 27 23 
Alal 19 53 19 23 41 27 “。2 57 12 
副且1 島 16 18 13 l7 12 23 16 3 
PrPr 2 12 43 2司 21 10 
Prpr 13 74 13 2'1 52 21 
prpr :n 。 1 4 II 15 
EE 3 22 32 
Ee 15 町} φ“。“ 
ee 28 20 3 
第 4表:Lyallp町 K 無業耳の F!及び Fa試験結果から算出され
た4つの対::a:形働局互聞の組換価の重みずけられた平均値
対立形質の組合せ 組換慣 対立形質の組合せ 組換官町% % 
業耳と業舶の色(aI....，Pr) 30.43土.2.02 ヨ寝耳~.華怯〈且l-v) 38.88土 1.78
業織の色と僚性(Pr-v) 8.44土 185 ヨ駐車開の色と議叙のを(Pr-e) 34.冊土1.80
係性と護穎のを (v-e) 27.64 :t 1.96 業耳と鍵績のきくal-e) 加 .59士1.92
- 13ー (1M) 
衣に，同じ受雑の F2を温室内で育て，それらの個体から得た種子を戸外にまき， Fs tcた砂
る賭形質の分離扶況をしらペて F2の遺伝子型構成を明かにした.実際陀見出された各種遺伝
子型の数を第3賓惚示す.との第3衰の締果にもとやき，それぞれ二つやつの対立遺伝子聞の
組換価をDouhlydominant及び2種の S:nglydominant群別に計算したそして第2表に
示した民の結果と F3で得た結果とを綜合して，各kの重みやげられた平均の組換備とそれ
らの標準誤差とを計算した.それらの計算の過程は紙商の都合によって省略し，ただその最終
結果だりを第4表K示す.なゐ第4表の結果をとりまとめると第2図のま日くである.とれは:第
I連鎖群に会げるとれら4遺伝子がaトPr-v-eの順序に排列されているととを示す.
[ … →叫 27.64%-1汁彊 i 
?? ?
38.88% 
Pr v 
50.59% 
修 2図 大変の僚1連鎖華字における 4ヲの対立遺惇子の緋列順序とその組換慣
3)考察
条性 (v)と長吉護穎ぐe) との連鎖は最初， 妻子そらく著者らのと同じ材桝を用いて行った
品目R ら (1937)の実験で確認され，その組換価は 24.7%と計算された.モの後 R仲間RTSON
ら(1944)は26.6土0.6(%)， SWF.抑制ら(1倒的は 26.7土1.7 (%)，また I山.n:Rら(1943)
は 28.0土1.2(%)といった組換価を夫k得た ζれらはとの実験で得た 21.64土1.96(%) 
に著しく近似L，ゐそらく同じものと推定してまちがいないであろう.
植物体のいろんな部分にたりる，花青素による着色はゐ互の聞に相当密接な関連があり，ま
た遺伝的?とも連鎖しているものが多い.殊に第I群の，条性と種k の組換価で連鎖した数置の
遺伝子が見出されている.そしてさらにとの実験で下者喋鞘の着色という形質が第I群の条性
と約 8.5%の組換価を以て連鎖Lているととが明かにされた.ととにとの遺伝子がいま士ε見
出されたものと全く別のものであるかどうかが問題となるが，とれはtc:わかに決定するととは
できない. しかし ROlIl!RTSON(1933)は縛の紫色が条性と 9%の組換価で連鎖しているととを
報告して治り，との価はとの実験で得た8.44%にごく近い.勿論表現型としては両者は異るの
であるが，同氏の prと複対立する作用の弱い遺伝子と考えられないでもない.それでこの推
測の当否は別と Lて，との問題の単純化のため一応ととでは薫鞘の着色に対してもとの仮定の
下に prという記号を与えたわけである.たたイネにたいて盛永及び幅島(1943)は，草の紫
色や籾色や蒋先の色と，ととで取扱った無葉耳と同じように葉王手と葉苦とを欠く変異形質と
が，同一連鎖群に属Lているととを見出しているのは興味がある.
最後陀， Lyal1purと無葉耳との交雑吃沿いて，とれらの4遺伝子と葉鞘の毛の有無， Hshs 
との関係をしらペたが，全部が独立であった.したがって hsは第I連鎖群には属さないもの
と見てさしっかえないであろうととを附記してゐく(高橋s山本，板野1948参照).
11. 有高性の遁傭と連鎖
との言葉験比用いた有志績というのは積軸の各節の，護穎着生輪の外側に一枚やつの在を生す=
(184) -1..&ー
る変具体である. との壱は最下輔のものが特に大き<.時に穂と同長 (4...5cm)とたり，
穂の先端につ〈ものほど授占小さ<.僅かに数mmとたる.ー般に葉鞘と類似した部分と葉片
の退化して世化l]t:t;考えられる部分とから成り，時に両者の接合都に葉耳様の突出が見られ
る(第3図).1.工業?との種類の止葉(最頂
葉)Id著しく短小であり，また屡..f{Jl:.棄
の上の節が短縮笥幽する.和田 (1936)
はコムギの幼稽分化の研境陀沿いて，原
始葉(哲)は通常葉と，小穂は静子と，
また護穎は prophyllJ:.失 k相同である
と述べている.との原始葉は通常穂の発
育と共I'L退化するのであるが，との変具
体ではその退化が起らや，発育を続ける
性質をも・3ものと推測される.
とうした琶を生やる変異肘比較的まれ
であるが.VAVJI.OV (1929)はアフガユス
グシ陀沿いて同様の変異をこ見出し， var. 
ajgluJnicum Vav.と命名した. とれは明
かに突然変異によって生じたものと推測
A B 
第 3図 有益種の穂の下害容のを (A)と中央部の省 (B)
されている. IVANdVA (1937) はと骨材割について F~. Fa及び戻しj靴底にゐける遺伝獄、況を詳
細吃調ペプヒ結果，有琶性は正常陀対し単劣性であり，黒色頴と 15.35-1β.94%の組換価を以
て連鎖し;-方，条性，長官謹頴，皮裸性，三叉世，底刺短毛主主どとは独立の遺伝をなすとと
をたしかめた.
本実験は，日本で見出されたとの変異が.その形態の相似性から見て VAVlLOVのafgluJnic酬
の変異と閉じ遺伝的原固によるものではないか之の予測ゎ下陀行ったものである， Lたがって
多〈の交雑をつくら守，たte有芭種×・Nigrinudumの F，:及び F2だけについてしらペプヒ.調
査形質は萄の有無，条性，穎色〈黒)，皮楳性，底刺の毛q)長短及ひ・白首 (an)である.
との雑障のFtは正常であり，したがって有志性は正常陀対し劣性である，なた，雑種のFt
では， 明か陀五常と有志とが3:UC分離した.との種の変異に対して， Ro凹 nTSOヨ(1941)は
trdという記号を与えているので，ととでもとの記号を用うると左とする.
との交維の F2をしらペた結果，trdと独立の遺伝をするととの明か忙なった形質は第5表
の如くである.すなわち有葱檀のもつ住dは第I群乃条性 (v)，第II群の楳性 (n)，第V群
の短毛底刺(s)及び第 VI群の白苗 (aめとい令れも明かに独立であるととが認められた.
第5表:Nigrinudum x 有在種の F~ における有蓄性 trd と若干の連鎖群指示遺伝子との独立分離
記 宅予 Ftの各表現型の数
蓮鎖霊平 y y χ' P x x XY xY Xy xy 合計
Trd trd v V 358 113 109 48 655 4.298 .2fl5 
E 11 N n 383 129 109 34 日55 3.617 .311 
v 1 S. s 353 124 141 37 655 3.732 .296 
可E 1 An an 493 161 655 0.062 縫大
- 11>ー に出〉
ヲたに第 I群の黒色穎 (B)との関係をしらペ第6表の結果を得たとの結果によると額の黒
色 (~b) と直的有無 (T(d む'Cl)と位明かに独立の分離と1';1"認め明Lない.そLて両遺伝子位
相引の関係にあるととがわかる.相乗法でその組換価主計算する之 14.83ま1.03(%)と怠っ
た.そしてとの組換価にもとやいて計算した理論植と観察数とはよく適合するととが認められ
た.したがってとの有志性乃遺伝子 (trd)は明かに第I連鎖群K属するものといえる.
第6表:Nigrinudum x有益慢の F2における穎色 (Bb)とをの有無 (Tt"d伎のとの連鎖
黒色穎 白色穎
項 目 合計 xJ p' 
正常 有萄 正常 有益
観 祭 数 454 49 40 112 6，:6 
9: 3 : a:1とレて 368 44 122.81 122.81 “).95 655 極大 縫 Ij、
組換{資14.83%として 446.28 44.9'1 44.Ui U8.78 105 1.438 0.701 
日本で生じた有直性と黒色穎 (B)との組換価はアプガ=スグシの同種の変異d示した組換
価と大体一致しているものと見られる.しかじただモれだけで以てとの両者が同一遺伝子座に
生じた反覆突然変異であると断定するととは勿論できないが，現況fr:l甘いて一応反覆突然変異
と見なし右たく方がよいのでないかと考える.無理陀とれが別のものと考える必要もないから
である.
摘 軍
日本で生じたオオムギの新らしい突然変異体，無葉耳及び有芭種ム種kの連鎖群指示遺伝
子をふくむ数品種との交雑の F2及び F8について，無葉耳 (al)，葉鞘の着色 (Pr)，及ひ有
志性 (trd)の遺伝及び連鎖関係を調べた.
(1) 無葉耳 (al)及び葉鞘の色 (Pr)付;条性 (v)及び長世護頴 (e)と共に第I連鎖群に
属L，との染色体にゐりるとれら4遺伝子ぬ排列順序絃，第2図に示した如く， al-Pr-v-e 
であるととが確められた.なゐ， al遺伝子は第I乃至第VH連鎖群の指示遺伝子とはい守れも
独立の遺伝をなす.
(2) 有芭性 (trd)1';1"第I連鎖詳の黒色穎但)と 1483%の紺換備を以て連鎖t，第1，
II， V及びVI群の遺伝子とは独立遺伝をなす. との変異付 VAVlLOVがアプガ=スタンで見出
した同じような変具体と同じ遺伝子に基因するものかも知れない.
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